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各部の名称
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各部の名称

*注意
• 本機を演奏する際、必ず本機のスライド式 カバーを完全に開けるようにしてください。不完全な開け方で演奏した場合、
演奏の際の振動でカバーが閉まり、本機とカバーとの間に指をはさむことがあり、危険です。

• マーク右の数字は、参照ページです。
• 各部の名称は、本書の説明文中で太字で記載されます。

このボタンは、他のボタンや 盤と組み合わせて使います。
FUNCTIONボタンを押しながら、設定項目が割り当てられているボタン
や 盤を押します。
• 盤を押すと、設定値や並び順に応じた回数の確認音（ピッ）が鳴り
ます。

• オフに設定したときは、確認音が長く（ピーッ）鳴ります。

• 盤で設定できる内容と、操作方法については、19ページの「その他の設定」をご参照ください。

本機は、電源を切ったときに各種設定の内容を保存し、電源を入れ直したときに保存した設定にすることができます（オート
レジューム）。また、誤操作を防ぐためにボタンをロックすることもできます（操作のロック）。詳しくは21～24ページの「設
定項目一覧表」を参照してください。

FUNCTIONボタンについて

電源を切っても設定状態を保存する（オートレジューム）と操作のロック

 P（電源）ボタン 5

 VOLUME
ボリューム

つまみ 6, 33

 FUNCTION
ファンクション

ボタン 4～19, 27

 METRONOME
メトロノーム

ボタン 9, 12, 17

 REVERB
リバーブ

ボタン 8

  MIDI REC
MIDI録音

ボタン 16～18

 /■
再生／停止

ボタン 14～18

 GRAND PIANO 1
グランド ピアノ１

ボタン 6, 11

 GRAND PIANO 2
グランド ピアノ２

ボタン 6

 ペダルコネクター 31

 USB
ユーエスビー

端子 26

 電源端子（DC12V） 31

 PHONES/OUTPUT
ホンズ／アウトプット

端子 32

 電源ランプ



5

電源の準備
スタンドの組み立てが終わったら、電源を入れます。詳しく
は、29ページの「演奏の準備」を参照してください。

1. Pボタン（本機の電源をコントロールするボ
タン、以降「P（電源）ボタン」）を押して、
本機の電源を入れます。

• 電源ランプが点灯し、約5秒後に使用可能となりま
す。

2. 本機の電源を切るには、電源ランプが消灯する
まで、P（電源）ボタンを押し続けます。

• P（電源）ボタンで電源を切ったあとも、本機は微電流
が流れているスタンバイ状態になっています。本機を長
時間使用しないとき、あるいは落雷のおそれがあるとき
は、必ずACアダプターをコンセントから外してくださ
い。

オートパワーオフ機能
本機を何も操作せずに一定時間放置すると、無駄な電力消費
を防ぐため自動的に電源が切れます。電源が切れるまでの時
間は、約4時間です。
• 下記の操作で一時的にオートパワーオフ機能をキャンセ
ルすることができます。

■オートパワーオフ機能をキャンセルするには

1. 本機の電源が入っている場合は、P（電源）ボ
タンを押して、いったん電源を切ります。

2. FUNCTIONボタンを押しながら、P（電源）
ボタンを押します。

• オートパワーオフ機能がキャンセルされた状態で、
電源が入ります。

• 上記の操作の後で電源を切り、P（電源）ボタンだけを
押して電源を入れ直すと、オートパワーオフ機能は再び
有効になります。

本機のデータや設定などシステムの内容をすべて初期化し
て、工場から出荷したときの状態に戻すことができます。

1. 本機の電源を切ります。
2. FUNCTIONボタン、MIDI RECボタン、

GRAND PIANO 2ボタンの3つを一緒に押しな
がら、P（電源）ボタンを押します。

3. FUNCTIONボタン、MIDI RECボタン、
GRAND PIANO 2ボタンの3つをそのまま押し
続けるとGRAND PIANO 2ランプ、GRAND 
PIANO 1ランプ、およびRランプが順に点滅し
始めます。
• 程なく点滅が停止します。

4. FUNCTIONボタン、MIDI RECボタン、
GRAND PIANO 2ボタンを離します。
• システムの初期化をしばらく行った後に、演奏できる
状態になります。

• 電源のオンオフ操作については、5ページ「電源の入れ方、
切り方」をご参照ください。

電源の入れ方、切り方

工場出荷時の状態に戻すには
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いろいろな音色を聴いてみましょう

本機には、22種類の音色があります。※1

※1 音色名は、本機 盤部の上側に記されています。
※2 本書では、これら9音色を「ピアノ音色」、左側の6音色を「グランドピアノ音色」と呼びます。

音色を選んで弾いてみる

※2

演奏を始めるには

1. 音色を選びます。

2. 音量を調節します。
• VOLUMEつまみを使って調節します。

3. 盤を弾いてみましょう。

• 盤によっては1つの 盤に複数の音色が設定されている
場合があります。その場合は、FUNCTIONボタンを押し
たまま 盤を押すたびに、音色が順に切り替わり、並び順
に応じた回数の確認音（ピッ）が鳴り、現在の設定をお知
らせします。
例：MODERN/ROCK/JAZZが設定されている場合

確認音１回：MODERN
確認音２回：ROCK
確認音３回：JAZZ

• 22種類の音色のうち、最初の6個はグランドピアノ音色で
す。それぞれ異なる長所を持ったおすすめの音色ですの
で、演奏する曲やお好みに合わせてお選びください。

●グランドピアノ１音色またはグランドピアノ２音色
を選ぶには
• GRAND PIANO 1ボタン、GRAND PIANO 2ボ
タンのいずれかを押します。

• 押したボタンの音色が選ばれて、ランプが点灯しま
す。

●その他の20音色を選ぶには
• FUNCTIONボタンを押したままの状態で、選び
たい音色に対応している 盤を押します。

音色名 特徴
コンサート
（CONCERT）

ダイナミックで自然な音色変化をするフル
コンサートグランドピアノ音色です。
ダンパーや共鳴などピアノの様々なニュア
ンスを追求した音色で、どんなジャンルの
ピアノ演奏にも適しています。

メロー
（MELLOW）

暖かみがあり落ち着いたグランドピアノ音
色です。

ブライト
（BRIGHT）

明るくてクリアなグランドピアノ音色です。
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低音部専用の音色（ベース）について
6ページの手順1で、右端のベース音色（BASS LOWER）を
選んだ場合には、低音部（左側）の 盤だけが選んだ音色に
なり、高音部（右側）の 盤には前の音色がそのまま残りま
す。
• このように 盤が分かれて、それぞれ別々の音色で弾け
る機能を「スプリット」と呼びます。

• ベース以外の音色を選ぶと、通常の1音色の状態に戻りま
す。

• 録音機能のトラック2の録音では、ベース音色は選べま
せん。

• ダンパーペダルやソステヌートペダルを踏んだとき余韻
を長くする効果が、ベース音色にもかかるように設定で
きます。
詳細は、21ページの「ローワーペダル」の項目を参照し
てください。

本機では、2種類の音色を重ねて演奏できます。2つの 盤
中、先に押した 盤の音色がメインの音色、後に押した 盤
の音色がレイヤー音色として設定されます。

1. FUNCTIONボタンを押しながら、レイヤーの
音色選択 盤を押して、レイヤーモードをオン
にします。
• 使用する 盤は、20ページの「設定に使用する 盤
一覧」で確認してください。

• 盤を押すたびに、オン／オフが切り替わります。

2. FUNCTIONボタンを押しながら、重ねたい音
色に対応している 盤を押します。

3. 元の1音色の状態に戻すには、再びFUNCTION
ボタンを押しながら、レイヤーの音色選択 盤
を押して、レイヤーモードをオフにします。

• BASS（LOWER）を、他の音色と重ねることはできませ
ん。

• 録音機能のトラック2の録音では、レイヤーの設定はでき
ません。

重ねている2種類の音色の音量バランスを調整
するには

1. FUNCTIONボタンを押したまま、以下の 盤
を押します。

• FUNCTIONボタンを押したまま、上記2つの 盤を
一緒に押すと、初期の設定になります。

分け目

低音部 高音部

BASS GRAND PIANO 2 MELLOW 
（前に選んでいた音色）

2つの音色を重ねてみる
（レイヤー）

GRAND PIANO 1 BRIGHT

STRINGS 2

C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8
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いろいろな音色を聴いてみましょう

リバーブ . . . . . . . . . . . . . . .残響の効果
コーラス . . . . . . . . . . . . . . .音が広がるような効果

• 使用する 盤は、20ページの「設定に使用する 盤一覧」
で確認してください。

リバーブをかけるには

1. REVERBボタンを押すたびに、リバーブのオ
ン／オフが切り替わります。
• リバーブをオンにすると、音に残響がかかります。

■リバーブがオンのときにかかるリバーブの種類を選
択する

1. FUNCTIONボタンを押しながら、選びたいリ
バーブに対応している 盤を押します。
1：ルーム
2：小ホール
3：大ホール
4：スタジアム

コーラスをかけるには

1. FUNCTIONボタンを押したまま、コーラス
盤を必要な回数分押して設定値を選びます。
• コーラス 盤を押すごとに、下の表にある回数だけ
ピーという音が鳴り、現在の設定を示します。

DSPについて
複合的な音響効果をデジタル処理で実現させる効果です。
音色ごとにあらかじめかかっています。

ダンパー、ソフト、ソステヌートの3つのペダルがあります。

【各ペダルの働き】
●ダンパーペダル
演奏中にこのペダルを踏むと、 盤で弾いた音の余韻が長く
なります。また、途中まで踏んで軽く効果をかける「ハーフ
ペダル」にも対応しています。
• 7つのピアノ音色（GRAND PIANO 6音色とMODERN）を
選んでいる場合は、実際のグランドピアノでダンパーペダ
ルを使用しているときのような共鳴効果（ダンパーレゾナ
ンス）も生み出せます。

●ソステヌートペダル
このペダルを踏んだ時点で押さえている 盤の音だけ、ペダ
ルを離すまで余韻が長くなる効果が得られます。

●ソフトペダル
演奏中にこのペダルを踏むと、ペダルを踏んでから 盤で弾
いた音が弱まるだけでなく、音色が柔らかく聴こえる効果が
得られます。

• ペダルを踏んでも効果がかからない場合は、ペダルコー
ドの接続が不完全なことがあります。31ページの「コー
ド類を接続する」の手順1を参照してください。

音色に効果をかけてみる
（エフェクト）

音が鳴る回数 設定
1（長い音） オフ
1（短い音） コーラス効果薄め
2 コーラス効果中位
3 コーラス効果深め
4 フランジャー（音にうねりを与える）

ペダルを使ってみる

ソフトペダル ダンパーペダル

ソステヌートペダル
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ダンパーノイズを鳴らさないようにするには
ダンパーノイズとは、アコースティックピアノでダンパーペ
ダルを踏むと、ダンパーがピアノ線から離れる際に発する小
さな「シャーン」という音のことです。
本機のダンパーレゾナンスには、このダンパーノイズが含ま
れています。
下記の操作で、ダンパーノイズを鳴らすか鳴らさないかを選
択できます。GRAND PIANO 6音色 と MODERN に設定で
きます。

1. FUNCTIONボタンを押したまま、ダンパーノ
イズ 盤を押します。
• 使用する 盤は、20ページの「設定に使用する 盤
一覧」で確認してください。

• 押すごとに音が鳴り、設定が切り替わります。
–ピーという音：ダンパーノイズを鳴らさない
–ピッという短い音：ダンパーノイズを鳴らす

1. METRONOMEボタンを押します。
• メトロノームが鳴ります。
• メトロノームランプが拍に合わせて点滅します。

2. FUNCTIONボタンを押したまま、メトロノーム
の拍子 盤を押します。
• そのままFUNCTIONボタンを押し続けて、手順3へ
進みます。

3. FUNCTIONボタンを押したまま、拍子 盤の0
～9 盤を一つ押して、設定したい拍子を選び
ます。

• 拍子は、０～９の中から選ぶことができます。１拍
目にベル音が鳴り、残りはクリック音が鳴ります。
「0」を設定すると、ベル音は鳴らずにクリック音の
みが鳴ります。拍子に関わらず練習するのに便利で
す。

4. いったんFUNCTIONボタンを離したあと、再
びFUNCTIONボタンを押したまま、メトロ
ノームのテンポ 盤を押します。
• そのままFUNCTIONボタンを押し続けて、手順5へ
進みます。

メトロノームを鳴らしてみる
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いろいろな音色を聴いてみましょう

5. FUNCTIONボタンを押したまま、テンポ 盤
を押してテンポ（20～255）を設定します。

• テンポ＋/－ 盤を押すと、テンポが1ずつ上下しま
す。

• 0～9 盤を押して、テンポの値を直接入力すること
もできます。

• テンポ値は、３桁で入力します。
例： テンポ20なら、“0→2→0”と入力します。

6. メトロノームを止めるには、METRONOMEボ
タンを押します。

• 0～9 盤で拍子やテンポを入力した場合、設定範囲内の
数値であれば、FUNCTIONボタンを離したときピッとい
う音が鳴ります。設定範囲外の数値であれば、ブーとい
う音が鳴ります。

• 上記の手順４および５にあるテンポの値の入力は、次の
方法でも操作できます。
– FUNCTIONボタンを押したまま、テンポ 盤を押す。

• 手順5でテンポ＋/－ 盤を一緒に押すと、最後に選んだ
コンサートプレイのレッスン曲／ミュージックライブラ
リー曲のテンポ（録音した曲の場合、録音した時のテン
ポ）になります。

メトロノームの音量の設定
メトロノームが鳴っている／鳴っていないにかかわらず設定
できます。

1. FUNCTIONボタンを押したまま、「メトロノー
ムの音量」 盤を押して音量（0～42）を設定
します。
• 使用する 盤は、20ページの「設定に使用する 盤
一覧」で確認してください。

• ＋/－ 盤を押すと、メトロノームの音量が1ずつ上
下します。

• ＋/－ 盤を一緒に押すと、最初の設定（初期値）に戻り
ます。

盤の中央から右側と左側で同じ音域にすることができま
す。両端のペダルもそれぞれ左側 盤用と右側 盤用のダ
ンパーペダルになります。

• 3本のペダルのうち、右側 盤用ダンパーペダルのみハー
フペダルに対応します。

1. 2台ピアノで弾きたい音色を選びます。
例：GRAND PIANO 1（BRIGHT）

2. FUNCTIONボタンを押しながら、デュエット
モード 盤を押すごとに、デュエットモードの
設定が以下のように切り替わります。
オフ
オン
パン：左側 盤の音は左スピーカーからのみ、右側

盤の音は右スピーカーからのみ出るように設定
されます

• デュエットモードの設定がオン／パンのとき、オクター
ブシフト、トランスポーズの設定は変更できません。

• デュエットモードの設定がパンのとき、ホールシミュ
レーター、リバーブ、コーラスの設定は変更できません。

盤を左右に分けて2人で弾く
（デュエット）

C3 C4 C5 C6 C3 C4 C5 C6

【 盤】
分け目

左側 盤 右側 盤

（中央ド） （中央ド）

【ペダル】

左側 盤用
ダンパーペダル

左右共用
ダンパーペダル

右側 盤用
ダンパーペダル
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音域を変更するには
最初の設定から、左右の 盤それぞれの音域をオクターブ単
位で変更できます。
例えばピアノ曲の左手パートと右手パートを2人で分担して
演奏しようとすると、最初の設定では音域が足りなくなりが
ちです。そのような場合に曲に合わせて音域を変更できます。

1. FUNCTIONボタンとGRAND PIANO 1ボタン
を2つ一緒に押したまま、左側 盤でC4（中央
ド）の高さに設定したいC（ド）の 盤を押し
ます。そのままFUNCTIONボタンとGRAND 
PIANO 1ボタンを押し続けて、手順2へ進みま
す。
C4の音が鳴って、左側 盤の音域が変更されます。

例：左端のC（ド）の 盤を押した場合は、以下の音
域になります。

2. FUNCTIONボタンとGRAND PIANO 1ボタン
を2つ一緒に押したまま、右側 盤でC4（中央
ド）の高さに設定したいC（ド）の 盤を押し
ます。
C4の音が鳴って、右側 盤の音域が変更されます。

• デュエットモードの設定を解除してもう一度オンまたは
パンにすると、最初の音域設定に戻ります。

C4 C5 C6 C7 C3 C4 C5 C6

左側 盤 右側 盤

（押した 盤）

最初の設定より1オクターブ高い 最初の設定のまま
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内蔵曲を活用する（コンサートプレイ、ミュージックライブラリー、デモ演奏）
本機には、ピアノとオーケストラの合奏曲「コンサートプレ
イ」が10曲（1～10番）と、ピアノソロ曲「ミュージック
ライブラリー」が60曲（1～60番）内蔵されています。
コンサートプレイでは、オーケストラ演奏に合わせてピアノ
の演奏を楽しむことができます。ミュージックライブラリー
では、ピアノの名曲の練習ができます。

• 本機では、曲を変更すると曲データの読み込みを行いま
す。読み込み中はボタン操作ができません。また、 盤
演奏中にこの操作を行うと発音が停止する場合がありま
す。

1. FUNCTIONボタンを押しながら、
METRONOMEボタンを押します。
• コンサートプレイ（リッスン曲）全曲、ミュージッ
クライブラリー全曲の順で連続ループ再生します。

• デモ演奏にあわせて、メロディー音色で 盤演奏で
きます。

2. デモ演奏の曲を変更するには、FUNCTIONボ
タンを押したまま、MIDI RECボタン、または
REVERBボタンを押します。
• 次の曲を聴くには、デモ演奏中にFUNCTIONボタ
ンを押しながらMIDI RECボタンを押します。

• 前の曲を聴くには、デモ演奏中にFUNCTIONボタ
ンを押しながらREVERBボタンを押します。

• 曲のリストは、36ページを参照してください。

3. デモ演奏を止めるには、aボタンを押しま
す。

• デモ演奏中にFUNCTIONボタンを押しながら
METRONOMEボタンを押すと、コンサートプレイの曲
を再生中は、ミュージックライブラリーの1曲目に移り、
ミュージックライブラリーの曲を再生中には、コンサー
トプレイの1曲目に移ります。

• デモ演奏中、上記の曲変更と演奏停止以外の操作はでき
ません。

オーケストラの生演奏を収録したコンサートプレイを使う
と、ピアノとオーケストラの合奏が楽しめます。
また、３つのステップで合奏の練習もできます。
ステップ１：リッスン
お手本に、ピアノとオーケストラの合奏を聴いてみましょ
う。
ステップ２：レッスン
ピアノパートを練習してみましょう。
• 曲の右手パートまたは左手パートの音を消して、自分
で弾く練習ができます。

ステップ３：プレイ
オーケストラと合奏をしてみましょう。

• コンサートプレイはオーケストラの生演奏を収録してい
るため、使われている音色は本機で選択できる音色（6
ページ）と異なります。また、演奏者の息づかいや演奏
ノイズも含まれています。

演奏のお手本を聴いてみる（リッスン）

1. FUNCTIONボタンを押したまま、コンサート
プレイの曲選択＋/－ 盤を押して、曲番号
（1～10）を選びます。
• 曲のリストは、36ページ「コンサートプレイリス
ト」を参照してください。

デモ演奏を聴いてみる

コンサートプレイ
（CONCERT PLAY）

コンサートプレイの曲を練習し
てみる
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2. FUNCTIONボタンを押したまま、コンサート
プレイのリッスン 盤を押します。
• ピアノとオーケストラの合奏が聴ける「リッスン
モード」になります。

• リッスンモードではテンポを変更することはできま
せん。

3. FUNCTIONボタンを押したまま、コンサート
プレイ曲の再生／停止 盤を押して再生しま
す。
• 曲を最後まで再生すると自動的に演奏が止まります。

4. 途中で演奏を止めるには、もう一度
FUNCTIONボタンを押したまま、コンサート
プレイ曲の再生／停止 盤を押します。

• 曲の音量を変更することができます。設定方法は、19
ページ「その他の設定」を参照してください。

ピアノパートを練習してみる（レッスン）

• 曲のテンポを変更できます。設定方法は、19ページ「そ
の他の設定」を参照してください。

•  内蔵曲によっては、曲を表現するためにテンポが変化す
る曲があります。そのため、設定したテンポよりも再生
テンポが速くなったり遅くなったりすることがあります。

1. FUNCTIONボタンを押したまま、コンサート
プレイのレッスン 盤を押します。
• ピアノパートと簡単な伴奏が流れる「レッスンモー
ド」になります。

2. FUNCTIONボタンを押しながら、aボタン
を押して、音を消したいパートを選びます。
• ボタンを押すごとにL、Rのランプがそれぞれ点灯／
消灯します。消したいパートのランプを消灯させま
す。

3. FUNCTIONボタンを押したまま、コンサート
プレイ曲の再生／停止 盤を押します。
• 演奏が始まります。手順2で選んだパートは鳴りま
せん。

4. 音を消したパートを自分で弾きます。
5. 曲を止めるには、もう一度FUNCTIONボタン

を押したまま、コンサートプレイ曲の再生／停
止 盤を押します。

左手 右手

両手オン 右手オフ 左手オフ
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内蔵曲を活用する（コンサートプレイ、ミュージックライブラリー、デモ演奏）

オーケストラと合奏してみる（プレイ）

1. FUNCTIONボタンを押したまま、コンサート
プレイのプレイ 盤を押します。
• ピアノパートの音が消えてオーケストラの音だけ流
れる、「プレイモード」になります。

2. FUNCTIONボタンを押したまま、コンサート
プレイ曲の再生／停止 盤を押して再生しま
す。
• プレイモードではテンポを変更することはできませ
ん。

3. ピアノパートを自分で弾きます。
4. 途中で演奏を止めるには、もう一度

FUNCTIONボタンを押したまま、コンサート
プレイ曲の再生／停止 盤を押します。

ミュージックライブラリーを使って、ピアノの名曲の鑑賞と
練習ができます。
• ミュージックライブラリーの内蔵曲は60曲（1～60番）
です。

• パソコンから本機に読み込んだ曲※も、ミュージックライ
ブラリーの61～70番の曲として再生や練習ができます。

※インターネットでダウンロードした曲をパソコンから転
送します。詳しくは、27ページの「本機で録音した曲を
パソコンに保存する／パソコンの曲データを本機に読み
込む」を参照してください。

1. 36ページ「ミュージックライブラリーリスト」
で、選びたい曲の番号を調べます。

2. FUNCTIONボタンを押したまま、ミュージッ
クライブラリーの曲選択 盤（＋、－、0～9）
を押して、曲を選びます。
• ＋/－ 盤を押すと、曲の番号が1ずつ上下します。
• 0～9 盤を押して、曲の番号を直接入力することも
できます。

• 曲番号は、2桁で入力します。
例： NO.5なら、“0→5”と入力します。

3. aボタンを押します。
• 選んだ曲の演奏が始まります。

4. 演奏を止めるには、もう一度aボタンを押し
ます。
• 曲が最後まで演奏されると自動的に演奏が止まり
ます。

• 手順2で＋/－ 盤を一緒に押すと、1番の曲が選ばれま
す。

• 演奏のテンポや曲の音量を設定できます。設定方法は、
19ページの「その他の設定」を参照してください。

ミュージックライブラリー

ミュージックライブラリーの曲
を1曲ずつ聴いてみる
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曲の右手パートまたは左手パートの音を消して、自分で弾く
練習ができます。

• ミュージックライブラリーには、連弾曲が入っています。
連弾曲を選んだ場合は、第1ピアノ＜Primo＞または第2
ピアノ＜Secondo＞の音を消して、自分で弾く練習がで
きます。

•  内蔵曲によっては、曲を表現するためにテンポが変化す
る曲があります。そのため、設定したテンポよりも再生
テンポが速くなったり遅くなったりすることがあります。

• 曲を選び、テンポを設定しておきます（9ページの「メ
トロノームを鳴らしてみる」の手順3参照）。

1. FUNCTIONボタンを押しながら、aボタンを
押して、音を消したいパートを選びます。
• ボタンを押すごとにL、Rのランプがそれぞれ点灯／
消灯します。消したいパートのランプを消灯させま
す。

2. /■ボタンを押します。
• 演奏が始まります。手順1で選んだパートは鳴りま
せん。

3. 音を消したパートを自分で弾きます。
4. 曲を止めるには、もう一度/■ボタンを押しま

す。 

ミュージックライブラリーの曲
を練習してみる

左手 右手

両手オン 右手オフ 左手オフ
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演奏を録音／再生してみる（録音機能）
本機で演奏した内容を内蔵のMIDIレコーダーへ録音して、
再生できます。

トラックについて
曲は2つのトラック（録音内容が記録される場所）で構成さ
れています。トラック1、トラック2と順番に録音していけ
ば、録音後に2つのトラックを1つの曲として、一度に再生
することができます。

録音できる容量
• 約5,000音符まで録音できます。
• 録音できる容量が残り少なくなると、ランプの点滅が速
くなります。

• 演奏の途中で録音できる容量をこえると、自動的に録音
が止まります。

録音される内容
• 盤演奏
• 演奏に使用した音色
• 拍子（トラック1のみ）
• テンポ設定（トラック1のみ）
• レイヤー設定（トラック1のみ）
• デュエット(トラック1のみ)
• 音律（トラック1のみ）
• 盤の音量（トラック1のみ）
• コーラス（トラック1のみ）
• ブリリアンス（トラック1のみ）
• リバーブ設定（トラック1のみ）
• ダンパーノイズのオン/オフ（トラック1のみ）

録音内容の保持
• 新しく録音した時点で、前の録音内容は消去されます。
• 録音中に電源が切れると、録音してあった内容はすべて
消去されます。

• 本機の故障、修理などによる録音内容の消去により生じ
た損害、逸失利益または第三者からのいかなる請求につ
いても、当社では一切その責任を負えませんので、あら
かじめご了承ください。

MIDI RECボタンを、１回押すごとに以下のように状態が切
り替わります。

トラックを選んで録音するには
トラック1か2を選んで録音し、さらに録音したトラックの
再生に合わせてもう一方のトラックに録音できます。

1. MIDI RECランプが点滅するまで、MIDI REC 
ボタンを１回または２回押します。

• Lランプが点滅し、トラック1へ録音待ちの状態にな
ります。

2. FUNCTIONボタンを押しながら、/■ボタン
を押して、録音するトラックを選びます。
• 録音したいトラックのランプを点滅させます。
トラック1：Lランプ
トラック2：Rランプ

例：トラック1を選ぶ

3. 録音に使う音色やエフェクト（トラック1のみ）
を設定しておきます。
• 音色（6ページ）
• エフェクト（8ページ）

内蔵のMIDIレコーダーへ録音

曲

トラック1 録音 再生しながら

トラック2 録音

MIDI RECボタンの使い方

点灯 点滅 消灯

再生待機 録音待機 通常
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• メトロノームを鳴らしたい場合は、拍子とテンポを設定
して、METRONOMEボタンを押します。設定方法は9
ページの「メトロノームを鳴らしてみる」を参照してく
ださい。

4. /■ボタンを押すか演奏をはじめます。
• 自動的に録音が始まります。

5. 録音を止めるには、/■ボタンを押します。
• MIDI RECボタンと録音したトラックのランプが、
点滅から点灯に変わります。

• 録音した内容をすぐに再生したい場合は、もう一度 
/■ボタンを押します。

6. 録音や再生が終わったら、MIDI RECボタンを
押して、ボタンのランプを消灯させておきま
す。

録音済みのトラックの再生を聴きながら、もう
一方のトラックに録音するには

1. MIDI RECボタンを押して、ボタンのランプを
点灯させます。

2. FUNCTIONボタンを押しながら、/■ボタン
を押して、録音済みのトラックのランプを点灯
させます。

3. MIDI RECボタンを押して、ボタンのランプを
点滅させます。
• Lランプが点滅します。

4. FUNCTIONボタンを押しながら、/■ボタン
を押して、録音するトラックを選びます。
• 録音するトラックのランプを点滅させます。
例：録音済みのトラック1を聴きながら、トラック2へ

録音する

5. 必要に応じて、録音に使う音色やエフェクト
（トラック1のみ）を設定しておきます。

6. /■ボタンを押すか演奏をはじめます。
• トラック1の再生と、トラック2への録音が同時に始
まります。

• 演奏ミスなどで録音をやり直したいときは、録音中
にMIDI RECボタンをピッと音が鳴るまで長押しし
てください。録音中のデータを破棄して、録音待機
状態に戻ります。

7. 録音を止めるには、 /■ボタンを押します。

点灯：再生 点滅：録音待ち
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演奏を録音／再生してみる（録音機能）

録音した演奏を再生してみる

1. MIDI RECボタンを押して、ボタンのランプを
点灯させます。

• 両方のトラックに録音済みの場合、一方のトラックの音
を消して再生できます。音を消したいトラックのランプ
を消灯させます。

2. /■ボタンを押します。
• 録音した内容が再生されます。

• 再生時は、テンポを変えることができます。
• 途中で止めるときには、もう一度/■ボタンを押しま
す。

録音した内容を消去するには
録音した内容をトラック単位で消去します。

• 以下の操作を完了すると同時に、録音した内容が消去さ
れ、元に戻すことはできません。消去しようとしている
内容を一度再生して、消去してもよいことをご確認の上、
以下の操作を行うことをお勧めします。

1. MIDI RECランプが点滅するまで、MIDI REC 
ボタンを１回または２回押します。

2. FUNCTIONボタンを押しながら、/■ボタン
を押して、消去したいトラックを選びます。

3. MIDI RECボタンを押し続けて、ボタンのラン
プを点灯させます。
• 手順2で選んだトラックのランプが点滅します。
例：消去するトラックにトラック2を選んだ場合

4. もう一度、FUNCTIONボタンを押しながら、
/■ボタンを押します。
• 選んだトラックの録音内容が消去され、録音待機の
状態になります。

• 操作を中止したい場合は、MIDI RECボタンを押し
てボタンのランプを消灯させます。

• 上記の手順3から手順4で消去を実行するまでの間、/■
ボタン以外の操作ができません。

消灯 点滅：消去待ち
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その他の設定
FUNCTIONボタンと 盤を使って、音色や曲（コンサート
プレイ／ミュージックライブラリー）を選ぶだけでなく、音
の効果や 盤のタッチなどのさまざまな設定ができます。

1. 設定したい項目を21～24ページの「設定項目
一覧表」から選び、内容を確認します。

2. その項目の設定に使用する 盤の位置を、20ペー
ジの「設定に使用する 盤一覧」で確認します。

3. FUNCTIONボタンを押しながら、手順2で確認
した 盤を押して設定を行います。
• 設定が完了すると、お知らせのための操作音が鳴り
ます。
例：コンサートプレイの音量を下げるには、コンサー

トプレイの音量－ 盤を押します。

4. FUNCTIONボタンから指を離して、設定を終
了します。

• 手順3で操作音が鳴らないようにすることもできます。
21～24ページの「設定項目一覧表」の中の「 操作音」
を参照してください。

盤を押して設定する操作のタイプについて
設定する項目によって、 盤操作のタイプが異なります。
操作タイプには以下の４種類があります。

• 盤を押し続けると、設定値が連続して変化します。
• ２つの 盤を一緒に押すと、最初の設定（初期値）に戻
ります。

• 設定値が２桁ならば“0→2”、３桁ならば“0→2→0”と、入
力します。

• 盤を押すと、設定値に応じてピーという音が鳴ります。
• オフに切り替えたときは、音が長く鳴ります。
例：コーラスの効果がかかっていない（オフ）のときに
「コーラス効果中位」へ設定値を変更したい場合、
コーラス鍵盤を２回押します（音が２回鳴ります）。

• 21～24ページの「設定項目一覧表」の中の「操作タイ
プ」から、設定したい項目の操作タイプを確認してくだ
さい。

設定するには

コンサートプレイの音量－ 盤

タイプA：設定値を直接選ぶ。

タイプB：＋/－ 盤で、設定値を１ずつ上下させる。

タイプC：0～9 盤で設定値を入力する。

タイプD：１つの 盤で、オン・オフの切り替えや、設定値
を変更する。
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• ～は21～24ページの「設定項目一覧表」での項目番号です。

設定に使用する 盤一覧

(C6) (C7)

(C3) (C4) (C5)

(C1) (C2)

OFF/ON
OFF/ON

OFF/ON

+ +

+

+++ + + + ++

OFF/ON
OFF/ON

【左側 盤】

【全体図】

【中央 盤】

【右側 盤】

リッスン

音律

コンサートプレイ曲の再生／停止

 盤のタッチ

レイヤーのバランス
A音のチューニング

トランスポーズ
ブリリアンス

音色選択

プレイ
レッスン

コーラス
ローワーペダル
ダンパーノイズ

音律の基音

USBデバイスモード
ローカルコントロール

送信チャンネル

コンサートプレイの曲選択
コンサートプレイの音量

ミュージックライブラリーの曲選択／
テンポ／拍子／音律選択 音色選択

 盤音の音量

操作のロック

オクターブシフト

オートレジュ－ム

デュエットモード
操作音

ミュージックライブラリー曲の音量
メトロノームの音量

レイヤーの音色選択

メトロノームの拍子
メトロノームのテンポ

リバーブ
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■音色についての設定

設定項目一覧表

項目 設定値 操作タイプ
（19ページ参照） 内容 備考

 リバーブ オフ、1～4
初期値：2

A 音の残響効果を設定します。
(8ページ参照)

 音色選択 6ページ参照
初期値：GRAND 
PIANO 1（CONCERT）

A 盤の音色を選びます。
（6ページ参照）

 コーラス オフ、1～4
初期値：オフ

D 音に広がりを与える効果を設定しま
す。
（8ページ参照）

 ブリリアンス －3～0～3
初期値：0

B 音の明るさを設定します。
＋にすると、明るく硬い感じの音に
なります。－にすると、まろやかな
柔らかい感じの音になります。

• ＋/－を一緒に押すと、最初の設定
（初期値：0）に戻ります。

 レイヤーのバランス －24～0～24
初期値：－10

B メインパートとレイヤーパートの音
量バランスを設定します。
（7ページ参照）

• ＋/－を一緒に押すと、最初の設定
（初期値：－10）に戻ります。

 ローワーペダル オフ、オン
初期値：オフ

D オンにした場合、ベース音色を選択
中にダンパーペダル、またはソステ
ヌートペダルを踏むと、余韻を長く
する効果がベース音色にもかかりま
す。
（7ページ参照）

 ダンパーノイズ オフ、オン
初期値：オン

D ダンパーノイズの有無を設定します。
（9ページ参照）

 レイヤーの音色選択 オフ、オン
初期値：オフ

D レイヤーモードのオン、オフを設定
します。
(7ページ参照)

• BASS（LOWER）を、他の音色と
重ねることはできません。

• 録音機能のトラック2の録音では、
レイヤーの設定はできません。

 デュエットモード オフ、オン、パン
初期値：オフ

D デュエットモードのオン、オフ、パ
ンを設定します。
(10ページ参照)

• パンにした場合、リバーブとコー
ラスをかけることはできません。
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■曲／メトロノームについての設定

項目 設定値 操作タイプ
（19ページ参照） 内容 備考

 ミュージックライ
ブラリーの曲選択
（MUSIC LIBRARY 
SELECT）

1～70
初期値：1

B
C

ミュージックライブラリー曲を選
びます。
（14ページ参照）

• 録音機能の使用中は、設定でき
ません。

 テンポ（TEMPO） 20～255
初期値：120

B
C

コンサートプレイのレッスンモー
ド／ミュージックライブラリー曲
やメトロノーム、録音機能での録
音／再生などのテンポを設定しま
す。
（9ページ参照）

• 録音機能の使用中には、＋/－
盤を一緒に押すと“120”になりま
す。

 拍子（BEAT） 0～9
初期値：4

C メトロノームの拍子を設定します。
（9ページ参照）

• コンサートプレイのリッスン
モードまたはプレイモードはテ
ンポ変更できません。

 メトロノームの
テンポ
（METRONOME 
TEMPO）

－ － メトロノームのテンポを設定した
いとき、この 盤を押して設定
モードに入ります。
テンポの値は、テンポ 盤を押
して入力します。
（9ページ参照）

• コンサートプレイのリッスン
モードまたはプレイモードはテ
ンポ変更できません。

 メトロノームの拍子
（METRONOME 
BEAT）

－ － メトロノームの拍子を設定したい
とき、この 盤を押して設定モー
ドに入ります。
拍子の値は、拍子 盤を押して
入力します。
（9ページ参照）

 コンサートプレイ曲の
再生／停止
（CONCERT PLAY 
a）

再生、停止 D コンサートプレイ曲が再生中の場
合は停止、停止中の場合は再生し
ます。（12ページ参照）

• 録音機能の使用中は、設定でき
ません。

 リッスン（LISTEN） － A コンサートプレイのリッスンモー
ドに入ります。
（12ページ参照）

• 録音機能の使用中は、設定でき
ません。

 レッスン（LESSON） － A コンサートプレイのレッスンモー
ドに入ります。

• 録音機能の使用中は、設定でき
ません。

 プレイ（PLAY） － A コンサートプレイのプレイモード
に入ります。
（13ページ参照）

• 録音機能の使用中は、設定でき
ません。

 コンサートプレイの曲
選択
（SELECT ＋/－）

1～10
初期値：1

B コンサートプレイ曲を選びます。
（12ページ参照）

• 録音機能の使用中は、設定でき
ません。

 コンサートプレイの
音量
（VOLUME ＋/－）

0～42
初期値：32

B コンサートプレイ曲の音量を設定
します。

• 録音機能の使用中は、設定でき
ません。

 ミュージックライブラ
リー曲の音量

0～42
初期値：42

B ミュージックライブラリー曲の音
量を設定します。

• 録音機能の使用中は設定できま
せん。

 メトロノームの音量 0～42
初期値：36

B メトロノームの音量を設定します。
（10ページ参照）
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■ 盤の設定

項目 設定値 操作タイプ
（19ページ参照） 内容 備考







音律
音律の基音
（ベースノート）
音律選択

音律：0～16
ベースノート：C～B

初期値：
音律：0（平均律）
ベースノート：C

＜音律選択＞
FUNCTIONボタン
を押し続けたまま、
以下の 盤を順に押
して設定します。
1.音律 盤を押す。
2.音律選択 盤で、
音律を選ぶ。

• 次にベースノート
を選ぶ場合、いっ
たんFUNCTION
ボタンを離してか
ら、以下の手順を
進めてください。

＜ベースノート＞
FUNCTIONボタン
を押し続けたまま、
以下の 盤を順に押
して設定します。
1.音律の基音 盤
を押す。
2.ベースノートにし
たい 盤を押すと
音域に関係なく設
定できます。

盤の音律（スケール）を
設定して通常の音律（平均
律）以外の音律を使う音楽
（インド音楽、アラビア音
楽、古典音楽など）の演奏
ができます。
•「平均律」以外を選んだ
ときは、ベースノート
（曲の調の主音）を設定
する必要があります。

• 音律についての詳細は、
音楽専門書などを参照
してください。

＜音律＞
0：平均律（Equal）
1：純正律長調（Pure Major）
2：純正律短調（Pure Minor）
3：ピタゴラス音律（Pythagorean）
4：キルンベルガー第III法（Kirnberger 3）
5：ヴェルクマイスター第1技法第3法（Werckmeister）
6：ミーントーン（Mean-Tone）
7：ラスト（Rast）
8：バヤティ（Bayati）
9：ヒジャーズ（Hijaz）
10：サバ（Saba）
11：ダシュティ（Dashti）
12：チャハルガー（Chahargah）
13：セガー（Segah）
14：グジャリ・トーディ（Gurjari Todi）
15：チャンドラコウンス（Chandrakauns）
16：チャルケシ（Charukeshi）

 盤のタッチ オフ、1～3
初期値：2

D 盤を弾くときの強弱感
度を設定します。
設定値が小さいほど、弱
めのタッチで大きな音が
出ます。

• 盤を押すごとに、下記の回数だけピーと
いう音が鳴り、現在の設定を示します。
1回（長い音）：オフ
1回（短い音）：１
2回：２
3回：３

 トランスポーズ －12～0～12
初期値：0

B 盤全体の調を、半音単
位で上下させることがで
きます。

• デュエット機能のオン中は設定できませ
ん。

• 調を高く設定している場合、音色によって
は最高 域で音の高さが不明瞭になること
があります。

 A音のチューニン
グ

415.5Hz～440.0Hz
～465.9Hz
初期値：440.0Hz

B 本機全体のピッチを、
A4=440Hzから0.1Hz単位
で上下させることができま
す。

• FUNCTIONボタンを押しながら、A音の
チューニングの＋と－ 盤を同時に押すご
とに、以下の値を交互に切り替えできま
す。
確認音１回：440.0Hz
確認音２回：442.0Hz

 オクターブシフト －2～0～2
初期値：0

B 盤音域をオクターブ単
位で変更します。

 盤音の音量 0～42
初期値：42

B 盤で動作するパートの
音量を一括して調整しま
す。
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■MIDI関連／その他の設定

項目 設定値 操作タイプ
（19ページ参照） 内容 備考

 USBデバイス
モード

MIDI、ストレージ
初期値：MIDI

D 本機とパソコンをUSBケーブルで接
続すると、MIDIになります。本機で
録音した曲をパソコンに保存したり、
パソコンの曲データを本機に読み込
む場合は、USBデバイスモードをス
トレージに切り替えます。（27ページ
参照）

• ストレージへの切り替えが完了する
と、GRAND PIANO 1、GRAND 
PIANO 2、Rランプが全て点滅し、
その他のランプは消灯します。

• この間は、本体操作ができなくな
ります。

• 設定（MIDI ストレージ）は同じ
操作をするごとに切り替わります。

 ローカル
コントロール

オフ、オン
初期値：オン

D オフに設定すると、 盤と音源が切
り離され、 盤を弾いても音が鳴ら
なくなります。

 送信チャンネル 1～16
初期値：1

B 本機のMIDIメッセージを外部の機器
へ送信するチャンネルを、1～16チャ
ンネルの中から選びます。

 操作音 オフ、オン
初期値：オン

D オフに設定すると、FUNCTIONボタ
ンを押しながら 盤で設定を行った
ときに、操作音が鳴らなくなります。

• 本設定は、本機の電源を切った後
も保存されます。

 操作のロック オフ、オン
初期値：オフ

D オンに設定すると、ボタンがロックさ
れて操作できなくなります（P（電源）
ボタンとロック解除の操作を除く）。
誤ってボタンに触って設定が変わっ
たりするのを防止できます。

 オートレジューム オフ、オン
初期値：オフ

D オンに設定すると、電源を切る前の
各種設定内容が保存され、本機の電
源を入れ直したときにその設定にな
ります。
オフに設定すると、電源を入れ直し
たとき、本機全体の設定がリセット
されます。

• 以下の設定はオートレジュームが
オンでも保存されません。
デュエットモード
レイヤーモード
曲のLR(パート)選択
ローカルコントロール
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本機をスマートフォンやタブレットなどのスマートデバイス
と接続し、専用アプリを使うと、スマートデバイスの画面で
視覚的にピアノ本体を操作したり、内蔵曲の楽譜表示※や曲
解説の閲覧ができます。
※コンサートプレイ曲を除く。

専用アプリをダウンロードする
以下のページから専用アプリをダウンロードして、お使いの
スマートデバイスにインストールしてください。
http://web.casio.com/app/ja/

アプリケーションとリンクして
使おう（APP 機能）

D
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パソコンとの接続について

この楽器とパソコンを接続して演奏情報（MIDIデータ）の
送受信ができます。楽器演奏をパソコンの音楽ソフト（市販
品）へ送って記録したり、パソコンからこの楽器へデータを
送って音を鳴らすことができます。

パソコンの動作環境
MIDIデータを送受信するために必要なパソコン環境は下記
のとおりです。お手持ちのパソコン環境を必ず事前にご確認
ください。

●対応OS
Windows Vista ※1
Windows 7 ※2
Windows 8.1 ※3
Windows 10 ※4
macOS (OS X/Mac OS X) 10.7、10.8、10.9、10.10、
10.11、10.12

●USB端子

• 上記の対応OS以外のパソコンを接続すると、パソコンが
故障する場合があります。絶対に接続しないでください。

• 対応OSについての最新のサポート情報は、下記のホーム
ページをご覧ください。
http://casio.jp/support/emi/

接続方法

• 正しい手順で接続しないとデータの送受信ができなくな
る場合があります。必ず下記の手順に従って接続してく
ださい。

1. 本機の電源を切り、パソコンを起動させておき
ます。
• パソコンの音楽ソフトは起動させないでください。

2. 市販のUSBケーブルで、パソコンと本機を接続
します。
• ケーブルは、USB2.0または1.1のA-Bコネクタータ
イプを使用してください。

3. 本機の電源を入れます。
• 初めての接続では、データを送受信するために必要
なドライバが自動でパソコンにインストールされ
ます。

4. パソコンの音楽ソフト（市販品）を起動させま
す。

5. パソコンの音楽ソフト（市販品）の設定で、
MIDIデバイスとして「CASIO USB-MIDI」を選
びます。
• MIDIデバイスの選択方法については、お使いの音楽
ソフトのマニュアルをご覧ください。

• パソコンの音楽ソフトを起動させる前に、必ず本機の電
源を入れておいてください。

• １回接続に成功した後は、USBケーブルをつないだまま
でパソコンや本機の電源を入れなおすことができます。

• 本機のMIDIデータ送受信の詳しい仕様や、接続について
の最新のサポート情報は、下記のホームページをご覧く
ださい。
http://casio.jp/support/emi/

MIDIについて
電子楽器同士、あるいは電子楽器とコンピューター機器との
間で情報をやり取りできるように、デジタル信号の仕様や端
子の形状について定めた統一規格のことです。

• MIDIインプリメンテーションの詳細は、
http://casio.jp/support/emi/ を参照してください。

21～24ページの「設定項目一覧表」の中の「送信チャンネ
ル」「ローカル コントロール」をご参照ください。

パソコンと接続する

※1 Windows Vista（32bit版）
※2 Windows 7（32bit版、64bit版）
※3 Windows 8.1（32bit版、64bit版）
※4 Windows 10（32bit版、64bit版）

MIDI機能を使ってみる

本機のUSB端子

Bコネクター

USBケーブル
（USB2.0または1.1の

A-Bタイプ）

Aコネクター

パソコンのUSB端子
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本機で録音した曲（以下、［録音機能］の曲、と呼びます）
をパソコンに保存したり、カシオのホームページからパソコ
ンにダウンロードした曲を本機のユーザーソング（ミュー
ジックライブラリー 61～70番）に読み込んで再生したりす
ることができます。

• データの保存や読み込みを行っているときに本機の電源
が切れると、本機に記録しているデータ（録音した曲な
ど）が、すべて消えてしまう場合があります。誤って電
源を切らないようご注意ください。
データが消えてしまった場合には、次に本機の電源を入
れたとき（5ページ）、演奏できるようになるまでに通常
よりも長く時間がかかります。

1. 本機とパソコンを接続します（26ページ「パ
ソコンと接続する」手順1～3）。

2. 本機のUSBデバイスモードをストレージに切り
替えます。

• FUNCTIONボタンを押しながら、USBデバイス
モード 盤を押します。

• 切り替えが完了すると、GRAND PIANO 1、
GRAND PIANO 2、Rランプがすべて点滅し、その
他のランプは消灯します。

• 詳しくは、21～24ページの「設定項目一覧表」の中
の「USBデバイスモード」（24ページ）を参照して
ください。

3. パソコンの「コンピュータ※」をダブルクリッ
クします。
※Windows Vista、Windows 7の場合
Windows 8.1、Windows 10の場合は、任意のフォ
ルダを開き、ナビゲーションウィンドウから「PC」
をクリックしてください。
Macの場合は、デスクトップに「PIANO」が表示さ
れるので、手順3をとばして手順4へ進んでください。

•「リムーバブル記憶域があるデバイス」の中に、パソ
コンにつながった本機のメモリーが「PIANO」とい
う名前で表示されています。

4.「PIANO」をダブルクリックして開きます。
•「PIANO」内には、フォルダ「MUSICLIB」と
「RECORDER」が入っています。

• ユーザーソング（ミュージックライブラリー 61～
70番）に曲を読み込むには、「MUSICLIB」内に作
られているサブフォルダ「61」～「70」に曲のデー
タを保存します。例えば、サブフォルダ「61」に曲
データを保存すると、本機はそれをミュージックラ
イブラリー 61番の曲データとして扱います。

•［録音機能］の曲データ（.CSR）をパソコンに保存
するには、「RECORDER」フォルダの中の.CSRファ
イルをパソコンにコピーします。また、パソコンに
保存した.CSRファイルは、「RECORDER」フォルダ
にコピーすることで、本機に戻すことができます。

※保存、読み込みの操作をする前にファイル名と拡張子が
上記の内容になっていることを必ずご確認ください。
［録音機能］の曲の場合、ファイルは上記の名前および拡
張子に変更してください。

• Windows Vista、Windows 7、Windows 8.1、
Windows 10では、拡張子が表示されないように初期設
定されています。その場合は以下の手順で、拡張子を表
示させます。

本機で録音した曲をパソコンに
保存する／パソコンの曲データ
を本機に読み込む

データの種類 フォルダ名 ファイル名と拡張子 ※

ユーザーソング MUSICLIB

.MID：SMF形式データ
（フォーマット0/1）
.CM2：カシオオリジナル形式
データ

［録音機能］の曲 RECORDER BIDREC01.CSR：カシオオリ
ジナル形式データ

Windows Vista、Windows 7の場合
1. ［スタート］ボタンの画像をクリックし、［コントロー
ル パネル］、［デスクトップのカスタマイズ］、［フォル
ダ オプション］の順にクリックします。

2. ［表示］タブをクリックし、［詳細設定］の［登録され
ている拡張子は表示しない］チェックボックスをク
リックしてチェックを外します。

3. ［OK］をクリックします。

Windows 8.1、Windows 10の場合
1. 任意のフォルダを開きます。
2. ［表示］をクリックし、［表示/非表示］の項目にある
［ファイル名拡張子］のチェックボックスをクリックし
てチェックを入れます。

\RECORDER

\MUSICLIB

\70

\62

\61

\PIANO

.MID or .CM2ファイル

.CSRファイル（1個のみ）

【本機のメモリー】
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■ユーザーソング（ミュージックライブラリー61～
70番）に曲を読み込むには

読み込みたい曲のファイル（.MIDまたは.CM2）を、
MUSICLIB内のサブフォルダ（「61」～「70」）にコピーし
ます。
• サブフォルダ内に、拡張子.MIDと.CM2の両ファイルがあ
る場合、.MIDのデータが本体に読み込まれます。

■［録音機能］の曲をパソコンに保存するには
RECORDERフォルダ内の［録音機能］の曲ファイルをパソ
コンの保存先フォルダにコピーします。また、以前にパソコ
ンに保存した［録音機能］の曲ファイルをRECORDERフォ
ルダにコピー（上書き）することで、［録音機能］の曲を保
存時の状態に戻すことができます。

5. ファイルの移動が終わったら、本機のUSBデバ
イスモードをMIDIに戻します。
• Macの場合は、パソコンで「PIANO」フォルダの取
り出し操作（ゴミ箱にドラッグアンドドロップする
など）を行ってください。

• FUNCTIONボタンを押しながら、USBデバイス
モード 盤を押します。

• MIDIモードに戻すと、MUSICLIBおよび
RECORDERフォルダのファイルがユーザーソング
および［録音機能］の曲に読み込まれます。

• データ交換にエラーが生じた場合：
GRAND PIANO 1、GRAND PIANO 2、L/Rランプがすべ
て点灯します。その他のランプはすべて消灯します。

■カシオホームページのソングデータのご利用について
CASIO Music Site（http://music.casio.co.jp/）の以下
のサービスから、ソングデータをダウンロードして本機に転
送することができます。

• 本機では、ピアノ曲のみ使用できます。

●インターネット・ソングバンク
●インターネット楽譜ナビ

著作権について
音楽、映像、コンピュータ・プログラム、データベースなどは
著作権法により、その著作者及び著作権者の権利が保護されて
います。こうした著作物を複製することは、個人的に又は家庭
内で使用する目的でのみ行うことができます。上記の目的を超
えて、権利者の了解なくこれを複製（データ形式の変換を含
む）、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを行
うと、「著作権侵害」「著作者人格権侵害」として損害賠償の請
求や刑事処罰を受けることがあります。本製品を使用して複製
などをなされる場合には、著作権法を遵守の上、適切なご使用
を心がけていただきますよう、お願いいたします。
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• 最初に以下の部品がそろっていることをご確認ください。
• 組み立て用の工具は付属しておりません。あらかじめ大
きめのプラス（＋）ドライバーをご用意ください。

• 組み立てが終わるまで、本体の 盤カバーについている
テープをはがさないようにしてください。組み立ての途
中でカバーが開閉すると指などをはさむことがあり、危
険です。

• 付属部品以外のネジを使用しないでください。スタンド
や楽器本体が破損する恐れがあります。

• ネジ類はビニール袋にまとめて、緩衝材内にあります。
詳しくは、本体の包装に貼付けの「再梱包イラスト図」
をご覧ください。

• ネジの紛失・破損時は、「修理に関するお問合せ先」に問
い合わせてください。

*注意
• 組み立ては、必ず2人以上で平らな場所で行ってくださ
い。

• 組み立ての際は、手などをはさまないようにご注意くだ
さい。

• 脚ゴムが床に直接触れないように、フェルトなどの布を
敷いてください。脚ゴムが直接フローリングなどの床材
に触れると、床材によっては床の変色や傷付き等の原因
となることがあります。

• ピアノ本体を床に置くときは、本体底面が床に直接接触
しないように、柔らかいもの（毛布、座布団など）の上
に置いてください。

• スタンド組み立て時は、必ず以降の順番を守ってください。

• 横木の中から、ペダルコードを引き出します。

1. 横木を側板、に取り付けます。取り付け
には、ネジを4本使用します。
• の部分を取り付けるときは、横木の溝へ側板に
取り付けた金具をはめ込みます。奥までしっかり
はめ込まれていないと、金具とネジが正しくか
みあわず、ネジ山がつぶれることがあります。

• 取り付けたネジ4箇所にネジキャップを装着しま
す。

スタンドを組み立てる

H

IF

G J

E

A

B

C

D

 側板.....................................................×1
 側板.....................................................×1
 背板.....................................................×1
 横木.....................................................×1
 ネジ.....................................................×4

 ネジ.....................................................×6
 ネジ.....................................................×2
 ネジ.....................................................×2
 ネジキャップ ...................................×4
 クリップ............................................×1

D

A E

E

D

B

I

I

2

1
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2. 背板の左右上端を、側板、の金具に取
り付けます。取り付けには、ネジを2本使用
します。

• 背板は取り付ける向きが決まっているので、以下の通
り、方向に注意してください。
－背板を取り付けるときは、背板の下部にあるネジ穴
の間隔が広い方を向かって左側、狭い方を右側にして
ください。

• の部分を取り付けるときは、ネジをクリップ
の穴に通してください。

3. 背板の下部分をネジを6本使って取り付け
ます。

4. 高さ調節ネジで、ペダルを踏み込んだ時にス
タンドの横木が沈まないように、ネジの高
さを調節してください。

• 高さ調節ネジを調節せずにペダル操作を行うと、横木
がこわれることがあります。高さ調節ネジは必ず調
節してください。

5. ピアノ本体をスタンドに載せます。

• このとき、ピアノ本体底面のネジが、スタンドの金具
の切り欠きにはまり込むように、なるべくピアノ本体
をスタンドの後側から沿うようにします。

C

広い

狭い

3

G

G

4

J

C

F

AB

5
D

金具の切り欠き

ピアノ本体
背面

スタンド側板
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• ピアノ本体をスタンドに載せたとき、側板との段差
が左右で均等になるように位置を調整してください。

6. ネジを2本使って、ピアノ本体をスタンドに
しっかりと固定します。

• ピアノ本体落下の危険を避けるため、必ずネジで固定し
てください。

1. ペダルユニットのプラグを、下図と同じ向きに
して、ピアノ本体底面にあるペダルコネクター
に差し込みます。
a.根元までしっかりと差し込んでください。
b.ペダルコードを側板に、クリップで固定します。

2. 本機の電源端子（DC12V）に付属のACアダプ
ターのプラグを挿し、ACアダプター本体と付
属の電源コードを接続して、ご家庭の100V電
源と接続します。
• ACアダプターのコードは、電源端子の横にあるフッ
クにひっかけて固定してください。

ピアノ本体

側板

H

コード類を接続する

J

a.

b.

ACアダプターのプラグ

ACアダプター本体

家庭用電源
（100V）

付属の電源コード

フック
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1. 本体の上面にある2つの穴に、譜面立ての脚を
差し込みます。

運搬の際に 盤を保護するため、 盤の手前部分に保護テー
プが付いています。本機をご使用になるときは、保護テープ
をはがしてください。

• 図のように、保護テープを手前にゆっくりはがしてくだ
さい。

• 保護テープをはがしたあと、 盤が浮いてしまった場合
は 盤を上から軽く押し込みます。

【前面部】

別売（CP-16）あるいは市販のヘッドホンをPHONES/
OUTPUT端子に接続します。本機のスピーカーからは音が
出なくなり、夜間なども周囲に気がねなく演奏が楽しめま
す。なお、耳の保護のために音量を上げすぎないようにご注
意ください。

• ヘッドホンのプラグはPHONES/OUTPUT端子に根元ま
でしっかり差し込んでください。プラグが根元まで挿入
されていないと、ヘッドホンの片側からしか音が出ない
場合があります。

• ヘッドホンのプラグの形状が端子にあわない場合は、市
販の変換プラグをご使用ください。

• ヘッドホンのコードを本機から抜くときは、変換プラグ
だけを本機に残さないようにご注意ください。プラグが
残っていると演奏しても音が出ません。

譜面立ての立て方

盤に付いている保護テープを
はがす

ヘッドホンを接続するには

PHONES/OUTPUT端子（×2）

ステレオ標準プラグ
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オーディオや楽器用アンプと接続すれば、それらの機器のス
ピーカーの能力に応じた、より迫力のある音量や音質で、演
奏を楽しめます。

• 接続の際は、本機のVOLUMEつまみを（接続する機器側
にも音量調節があればそちらも）絞っておき、接続後、
適切な音量に調節してください。

• 接続に際しては、接続機器の取扱説明書も併せてお読み
ください。

オーディオ機器と接続するには（図）
市販の接続コード（標準プラグ×1、ピンプラグ×2）で
図のように接続します。その際、片側（本機につなぐ側）
がステレオ標準プラグのものをご利用ください。（モノラル
プラグでは、ステレオ出力の片側分の音しか出ません。）通
常はオーディオ機器のインプットセレクターを、接続した端
子（AUX IN等）に切り替えます。音量は本機のVOLUME
つまみでも調節できます。

楽器用アンプと接続するには（図）
相手側の機器に応じて、市販の接続コード※で図のように
接続してください。
音量は本機のVOLUMEつまみでも調節できます。
※本機につなぐ側　：ステレオ標準プラグのもの
アンプにつなぐ側：左右両チャンネルの信号が入るよう

にする。（どちらが欠けても、ステレ
オ出力の片側分の音しか出ません。）

付属品や別売品は、必ず本機指定のものをご使用ください。
指定以外のものを使用すると、火災・感電・けがの原因とな
ることがあります。

●付属品の一覧と、別売品のご案内については35、35ペー
ジをご参照ください。

• 別売品については、店頭の製品カタログでより詳しい情
報がご覧になれます。
http://casio.jp/emi/catalogue/

オーディオやアンプと接続する
には

INPUT 1

INPUT 2

オーディオアンプのAUX IN等

ギターアンプ
キーボードアンプ等

ピンプラグ

RIGHT（赤）

ピンプラグ
白

標準プラグピンジャック

ピンプラグ
赤

ステレオ標準プラグ

本機のPHONES/OUTPUT端子へ

LEFT（白）

付属品・別売品について
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困ったときは

こんなときは 解決方法 参照

盤を押しても音が出ない。 1. VOLUMEつまみを“MAX”の方に動かす。  6ページ

2. ヘッドホンまたは変換プラグをPHONES/OUTPUT端子から抜く。  32ページ

3. ローカルコントロールの設定をオンにする。  24ページ

ピッチがずれて聴こえる。 1. トランスポーズ設定を“0”にする。または、電源を入れ直す。  23ページ

2. チューニング設定を440.0Hzにする。または、電源を入れ直す。  23ページ

3. オクターブシフトの設定を“0”にする。  23ページ

4. 音律の設定を“0”（平均律）にする。  23ページ

ペダルを踏んでも効果がか
からない。

ペダルユニットのプラグの向きを確認して、本機底面のペダルコネクターにしっかり差し込む。  31ページ

音の鳴り方や効果がおかし
い。電源を入れ直しても変
わらない。
例：弾き方（タッチ）を変えて
も音に強弱がつかない。

オートレジュームをオフにして、電源を入れ直す。  24ページ

パソコンと接続したとき、
データの送受信ができない。

1. 本機とパソコンがUSBケーブルで正しく接続されているか、あるいはパソコンの音楽ソフ
トの設定でデバイスが正しく選ばれているか確認する。

 26ページ

2. 本機の電源を切ってパソコンの音楽ソフトを終了させてから、本機の電源を入れてパソコン
の音楽ソフトを再起動させてみる。

電源を入れてから使用でき
るようになるまで、かなり
時間がかかる。

電源を入れてから内蔵メモリーのフォーマット完了まで、約20秒前後の時間がかかります。使
用できるようになるまでお待ちください。
また、本機とパソコンの間でデータを送受信中に電源を切らないようにしてください。

 27ページ

同じ音色で 盤の位置に
よって音質や音量が若干異
なる音色がある。

デジタルサンプリングという電子処理※によって発生する音域の境目で、故障ではありません。
※ 元になっている楽器音の音域ごとの音質を再現するために、低域・中域・高域など複数の音域ごとに元の楽
器音を録音し、ひとつの音色に仕上げる処理。

ボタン操作をすると、鳴っ
ている音が一時的に途切れ
たり、音質が若干変わった
ように聴こえる。

レイヤー機能、デュエット機能、内蔵曲の演奏、録音機能などを使用しているときは、複数のパートの音が同
時に鳴っています。このようなときにボタンを操作すると、音色固有の内部エフェクト設定が自動的に変更さ
れて、パートによっては左記のような現象が発生することがありますが、故障ではありません。

本機のデータや設定などの
内容をすべて初期化する。

FUNCTIONボタンとMIDI RECボタンとGRAND PIANO 2ボタンを押しながら、電源ボタンを押して、本機
の電源を入れます。

FUNCTIONボタンと＋/－
盤を押して設定した数値

を元に戻す。

FUNCTIONボタンを押しながら、それぞれの設定の＋と－ 盤を一緒に押すと、最初の設定（初期値）に戻
ります。
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• 改良のため、仕様およびデザインの一部を、予告なく変更することがあります。

【別売品のご案内】

製品仕様
型式 AP-270BK/AP-270BN/AP-270WE

盤 88 、ピアノ 盤、タッチレスポンス付き

同時発音数 最大192音

音色 22種類
• レイヤー可（ベース音色を除く）

アコースティック
シミュレーター

ダンパーレゾナンス（ダンパーノイズのオン/オフ）、ハンマーレスポンス

エフェクト ブリリアンス（－3～0～3）、リバーブ（4種）、コーラス（4種）、DSP

メトロノーム • 拍子：0 ～ 9
• テンポ範囲：20～255

デュエット 音域変更可（－2～2オクターブ）

コンサートプレイ • 曲数：10曲
• 曲の音量：調節可
• パートのオン／オフ：L、R（レッスンモード時のみ）
• 3モード：リッスン、レッスン、プレイ

ミュージックライブラリー • 曲数：60曲、ダウンロード曲：10曲（1曲あたり最大約90KB、10曲で約900KB）※
※ 表記容量は、1KB=1024バイト換算です。

• 曲の音量：調節可
• パートのオン／オフ：L、R

録音機能 MIDIレコーダー
• 方式：リアルタイム録音、再生
• 曲数：1曲
• 録音トラック数：2トラック
• 容量：合計約5,000音符
• 録音内容の保持：内蔵フラッシュメモリー

ペダル ダンパー（ハーフペダル可能）、ソステヌート、ソフト

その他の機能 • タッチレスポンス：3種類、オフ
• トランスポーズ：2オクターブ（－12～0～＋12）
• チューニング：415.5Hz～440.0Hz～465.9Hz（0.1Hz単位）
• 音律：平均律＋16種類
• オクターブシフト：4オクターブ（－2～0～＋2）
• 操作のロック

MIDI 16chマルチティンバー受信

入出力端子 • PHONES/OUTPUT端子：ステレオ標準ジャック×2
• 電源端子：DC12V
• USB端子：タイプB
• ペダルコネクター

スピーカー φ12cm×2（出力8W＋8W）

電源 ACアダプターAD-A12150LW使用
• オートパワーオフ機能：約4時間、キャンセル可能

消費電力 12V = 18W

サイズ 本体＋スタンド：幅141.7×奥行43.2×高さ82.1cm

質量 本体＋スタンド：約36.6kg

商品名 品番
ヘッドホン CP-16

イス CB-5
CB-7
CB-30

カシオ電子楽器取扱店で購入可能。
• 店頭のカシオ電子キーボードカタログでより詳しい情報がご覧になれます。
http://casio.jp/emi/catalogue
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音色リスト
音色名 プログラムチェンジ バンクセレクト

MSB

GRAND PIANO 1
CONCERT 0 0
MELLOW 1 0
BRIGHT 2 0

GRAND PIANO 2
CONCERT 3 0
MELLOW 4 0
BRIGHT 5 0

MODERN PIANO 6 0
ROCK PIANO 7 0
JAZZ PIANO 8 0
ELEC.PIANO 1 9 0
ELEC.PIANO 2 10 0
FM E.PIANO 11 0
60’S E.PIANO 12 0
HARPSICHORD 13 0
VIBRAPHONE 14 0
STRINGS 1 15 0
STRINGS 2 16 0
ORGAN 1 (PIPE ORGAN) 17 0
ORGAN 2 (JAZZ ORGAN) 18 0
ORGAN 3 (ELEC.ORGAN 1) 19 0
ORGAN 4 (ELEC.ORGAN 2) 20 0
BASS(LOWER) 21 0

コンサートプレイリスト
選択NO. 曲名
1 ジュ・トゥ・ヴ
2 モルダウ
3 カノン
4 展覧会の絵 「プロムナード」
5 ピアノコンチェルトNo.20 K.466 第2楽章
6 だったん人の踊り
7 ピアノソナタ K.331 第1楽章
8 ヴァイオリン協奏曲 第1楽章
9 主よ、人の望みの喜びよ
10 ヘ調のメロディー

ミュージックライブラリーリスト
選択NO. 曲名
01 ノクターン 作品９の２
02 幻想即興曲 作品６６
03 エチュード 作品１０の３ ＜別れの曲＞
04 エチュード 作品１０の５ ＜黒 ＞
05 エチュード 作品１０の１２ ＜革命＞
06 エチュード 作品２５の９ ＜蝶々＞
07 プレリュード 作品２８の７
08 ワルツ 作品６４の１ ＜小犬のワルツ＞
09 ワルツ 作品６４の２
10 楽興の時 第３番
11 即興曲 作品９０の２
12 軍隊行進曲 第１番（連弾）
13 春の歌 「無言歌 第５集」より
14 楽しき農夫 「ユーゲント・アルバム」より
15 見知らぬ国と人々について 「子供の情景」より
16 トロイメライ 「子供の情景」より
17 タンブラン

18 メヌエット ＢＷＶ Ａｎｈ.１１４ 「アンナ・マグダレーナ・
バッハのクラヴィーア小曲集」より

19 インヴェンション 第１番 ＢＷＶ ７７２
20 インヴェンション 第８番 ＢＷＶ ７７９
21 インヴェンション 第１３番 ＢＷＶ ７８４

22 プレリュード 第１番 ＢＷＶ ８４６
「平均律クラヴィーア曲集 第１巻」より

23 かっこう
24 ガボット
25 ソナチネ 作品３６の１ 第１楽章
26 ソナチネ 作品２０の１ 第１楽章
27 ソナタ Ｋ.５４５ 第１楽章
28 ソナタ Ｋ.３３１ 第３楽章 ＜トルコ行進曲＞
29 ロンド Ｋ.４８５
30 エリーゼのために
31 トルコ行進曲
32 ソナタ 作品１３ ＜悲愴＞ 第１楽章
33 ソナタ 作品１３ ＜悲愴＞ 第２楽章
34 ソナタ 作品１３ ＜悲愴＞ 第３楽章
35 ソナタ 作品２７の２ ＜月光＞ 第１楽章
36 ラプソディ 第２番
37 ワルツ 作品３９の１５（連弾）
38 愛の夢 第３番
39 花の歌
40 乙女の祈り
41 クシコス・ポスト
42 ユーモレスク 作品１０１の７
43 メロディー 「叙情小曲集 第２集」より
44 シシリエンヌ 作品７８
45 子守唄 「ドリー組曲」より（連弾）
46 アラベスク 第１番
47 亜麻色の髪の乙女 「前奏曲集」より
48 パスピエ 「ベルガマスク組曲」より
49 ジムノペディ 第１番
50 ジュ・トゥ・ヴ
51 愛の挨拶
52 エンターテイナー
53 メープル・リーフ・ラグ
54 アラベスク 「２５の練習曲 作品１００」より
55 スティリアンヌ 「２５の練習曲 作品１００」より
56 アヴェ・マリア 「２５の練習曲 作品１００」より
57 帰途 「２５の練習曲 作品１００」より
58 貴婦人の乗馬 「２５の練習曲 作品１００」より
59 第１３番 「３０番練習曲 作品８４９」より
60 第２６番 「３０番練習曲 作品８４９」より
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